
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（令和元年度決算）
大分県国東市　国東市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

50 - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 200床以上～300床未満 自治体職員 154

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 20 - ド 透 訓 救 臨 感 へ 災 - 4 208

- 年度 - 年度 - 年度

204

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

27,682 15,845 非該当 １０：１ 154 50

Ⅰ 地域において担っている役割
①医療機関や介護施設等と密接に連携し、住民の安心を24
時間365日守るための医療の提供
②二次救急医療を担い、小児医療、災害医療、感染症医療
等、民間医療機関では提供できない不採算・特殊部門に関
わる医療の提供
③国保直営診療施設として保健・福祉・介護分野の密接な
地域連携の核となって、国東市における地域包括ケアシス
テムを構築する役割
④多種にわたる学生の地域医療実習の実施等を含む広域的
な医師派遣の拠点としての機能

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27 H28 H29 H30

当該値 89.7 87.5 92.3 94.8 93.1当該値 100.0 98.8 102.3 104.7 99.8 当該値 83.7 84.1 86.9 86.3 84.1当該値 113.0 108.9 100.7 93.2 95.2

平均値 86.2 85.7 85.9 86.0 86.0平均値 96.6 96.2 97.2 97.5 96.9 平均値 69.8 71.2 73.0 72.1 72.9平均値 81.6 84.7 86.8 90.8 81.9

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

【経常収支比率】【医業収支比率】類似団体平均以上で推移し
てはいるものの、前年よりは悪化した。
【累積欠損金比率】過去の特別損失（現金支出を伴わない費
用）の累積であり、単に経営赤字の累積を示すものではない。
【病床利用率】類似団体より高い水準にあるものの、近年伸び
悩んでおり、収益確保のためには十分な利用率とはいえない。
【1人1日当たり収益】入院1人1日当たり収益が頭打ちの状況に
あるが、令和2年度開始のDPC制度によって収益の改善が望まれ
る。
【職員給与費対医業収益比率】類似団体平均より高く推移して
おり、前年より悪化している。職員の適正配置や給与費の適正
化が引き続き検討課題となってくる。
【材料費対医業収益比率】類似団体に比べ低く推移しており、
適正水準である。

2. 老朽化の状況について

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H30 R01 【有形固定資産減価償却比率】平成24年度に新病院建設
後、未償却残高も多く、類似団体平均を下回っているもの
の、一部施設の老朽化が発生しており、修繕費の増加が懸
念される。
【器械備品減価償却比率】新病院建設時に更新した医療機
器の減価償却が概ね終了し、類似団体平均を若干上回って
いる。一部の高額医療機器について更新時期が迫ってお
り、中長期的な更新計画を策定する必要がある。
【1床当たり有形固定資産】類似団体平均を下回っており、
適正水準である。

R01 H27 H28 H29

13.4 13.0 12.7 13.4 12.468.8 当該値36,417 当該値

H29 H30H28 H29 H30 R01 H27 H28

平均値 45,085 44,825 45,494 47,924

75.2 77.9 68.3 65.710,761 10,590 10,333 10,469 10,649 当該値

11,881 12,023 12,309 12,502

当該値 33,852 34,269 35,135 36,177

20.5

2. 老朽化の状況

全体総括

　新公立病院改革ガイドラインにおいて示されている経常
収支比率100％の目標を早急に達成する必要がある。決算状
況を分析すると医業収益の減少に対して費用が増加するこ
とによる経営の非効率が進行していることがうかがえる。
収益面において平均単価や病床利用率の上昇に限界が見え
る中、次年度より適用されるDPC制度の運用やその他の増収
に向けての取組みを更に強化していく。また、引き続き非
常勤診療科の常勤医確保にも力を入れていく。一方で費用
面においては給与費対医業収益比率が高いことが指摘され
ており、給与制度の抜本的な見直しは喫緊の課題といえ
る。
　また、有形固定資産の保有状況は適正な水準にあるもの
の、今後は旧館の改修、高額医療機器の更新などが予定さ
れている。大型の設備投資を見据え、経営・財務・投資な
ど様々な側面から中長期計画を策定し、病院運営の将来の
在り方を考えていく必要がある。

H27 H28 H29 H30 R01 H27

59.9 平均値 22.0 20.9 20.7 20.612,970 平均値 58.3 59.7 59.0 59.448,807 平均値

H29 H30 R01

当該値 29.7 32.9 34.8 36.6 38.7 当該値

H28 H29 H30 R01 H27 H28

33,492,337 33,572,361 33,332,601 33,246,784 33,405,39979.6 当該値

平均値 48.1 44.7 46.9 48.6

69.4 76.0 78.2 79.0

44,436,82772.6 平均値 39,301,664 41,260,555 41,975,086 43,785,07050.8 平均値 66.5 64.2 67.3 70.1
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④病床利用率(％)
【74.7】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.0】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【48,132,898】
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【25.0】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【54.6】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【15,586】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【53,621】
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